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しかけ➍ 体つくり運動手引きと学習ノートの充実 

○ 仲間との交流に重点を置くことをポイントとして精選した結果、多くの生徒が体を動かすことの心地よさ 

を味わうことができた。さらに、競争や挑戦性のある運動により運動意欲が向上した。 

○ 体力を４要素に分けた計画と実践は有効であった。運動内容が明確になり、生徒は容易に計画を立てることが

できた。実践では運動強度や体力の強みを把握でき、新たな課題を捉えることができた。 

○ 体つくり運動の手引きは生徒の知識定着の一助となった。学習ノートは、生徒の気付きを促し、指導者にとっ

ては評価材料、授業改善につながる手立てとなった。 

○ 現状、他者の計画シートを見て内容を理解、実践することは困難である。シートを改善していく必要がある。 

○ 生徒が生活の中で生かしていけるように、今回の研究成果を精査し、他領域や保健と関連付けていくことが

重要であると考える。 

成果 

課題 
 

しかけ➊ テーマ設定の手がかりを提示 しかけ➋ 取り組みやすい計画シート 

しかけ➌ サーキット形式の運動実践 

しかけ➎ 計画の修正（ＰＤＣＡの実践） 

▶ 健康の保持増進、体力の向上 
▶ 運動は楽しいと実感させたい 
▶ 自ら運動計画を立て、主体的に 
取り組ませたい 

▶ 運動好きと運動嫌いの二極化 
▶ 体力、運動技能の偏り 
▶ 運動に関する知識への不安 

Ⅰ体力テストの結果から弱点を見つけ出す 

Ⅱ生活上感じているところから考える 

（部活働・行事など） 

Ⅲ学習した動きからやっていたい動きを考える 

生徒の課題 

※単位時間ごとの 

   めあての明示！ 

※学習活動の 

流れの明示！ 

※自己評価で 

振り返り！ 

 

教師の願い 

① 運動の楽しさや心地よさを 
味わうための工夫 

② 各個人に応じた運動計画の作成
と実践を充実させるための工夫 

手立て 

手立て２ 各個人に応じた運動計画の作成と実践を充実させるための工夫 

体力向上を目指し、主体的に取り組む生徒の育成 
－「体つくり運動」の実践を通して－ 

「どんな動きを」 

「どの程度の強さで」 

「回数等」 

実施内容を具体化！ 

 

 

しかけ① 運動プログラムの工夫 

（手軽な運動から運動強度を徐々に上げる） 

しかけ② ペアやグループで行う協働的な運動を実施 

しかけ③ 楽しさ、挑戦性がある運動を実施 

しかけ④ ４つの体力要素（柔らかさ、巧みさ、力強さ、動きを持続）の確認と体験 

手立て１ 運動の楽しさや心地よさを味わうための工夫 

運動内容が変わると 

メリハリが出る！ 

自分の課題を発見！ 

しかけ① 

運動プログラム例 

課題設定を 

短時間で！ 

しかけ②・③ 

活動の様子 

 



 


